
パニック障▼の治♯法  16  18  こころの健  熊野 宏昭  ／ヒック陣亨の覿軌こ、■桃体と中脳水  日本では未だ治オ機会が限られている  先行研究のレビューと、本研究班の身体  潤外では薬鞠療法と並ぶ■rl的治覆と  1年目と之年目に公開シンポジウムを開  ロ  38  56  0  円  ロ  0  0  3   
の■遷化と治績ガイド    ♯科学研  遭周辺灰自■を中心にした「パニック神  偲人・集団紘知行勧療法によって十分な  的事由・心理行動手回の研究成集、そし  されている杜知行動療法の治療機会が  1tし、研究班終了後の本年6月にも開催   
ラインの策定  究  練直路」及びそれを制御するための¶蹟  治療効果が得られることが明らかにな  て多くの書門Tのコンセンサスを基にし  非≠に限られていることが明らかにな  予定である。上記のプライマリケア用の  

前野の脳機能が深く関与しており、病勢  り、薬物のみの治膚と比較してQOLやス  て、プライマリケア用の治環ガイドライン  リ、精神科書門施設においても、エビデ  治療ガイドラインと、書門的治欄爛のマ  
や治療によってその活動が変化すること  トレスコービングが改書することも示され  と、書M的治療用のマニュアル（■態騨  ンスに暮づいた治療（抗うつ藁による薬  ニュアルを中心にした『パニック陣書のプ  
を、ポジトロンCT、核磁気共叫圃憺、♯  た。さらには、紘知行動療法に対する治  価方法、薬物療法、個人・♯団隠知行動  鞠♯法、位知行動膚億）の事施が非≠  ライマリケアから書門的治♯まで（仮  
船性楼磁気共鳴個傭、光トポゲラ  環反応性に血清BDNF、損書回避嬢向、  ■法のマニュアルを含めたもの）を開発  こ不十分であることが示された。以上よ  埋りを手とめ、出版準備中である。  
フィー、脳波など複数の指標で明らかに  リ、早期の専門的治膚の樗準化と文解  
した。パニック印書息看7（）0例を対■に、  を念叩lこtし＼た治＊ガイドラインの渡文  

全ゲノム隋遭解析のデータから、100以  が■■であると檀暮された。   
上の條精通伝子群を明らかにした。な  
お、心理行動事因の研究に闇しては「臨  
床的観点からの成景」に記正した。   

油糧マニュアルを作成した。   

児工愚書期精神医膚・  10  18  こころの健  す書 万比古  行為障Tに関して、その精神漢書として  行▲障讐は、被膚樽体麟を掃つ子ども  本研究は三年間の成果として「行鶉陣書  発遍坪▼や引きこもりなどをもたらす多く  平成用年tO月20日には▼47回日本児王  tO  山  丁8  0  81  2  D  0  30   
保健・欄祉の介入対t    丑科学研  の書念の明確化、鯵断及び騨薗法、治  やある事lの発達障書を持つ子どもに覿  の鯵断・治ホガイドライン稟」を作成し総  の子どもの精神疾患を解決国難にして  t年精神医学会総会のシンポジウム   
究             としての行▲陣書の鯵  膚・援助法雫の広範な牒糧に研究班を  和性があることを初めて示すとともに、  含研究≠告暮に綿♯した∴本ガイドライ  いる暮因の一つが行鶉陣書の併存であ  「反社会馴間嶋行動を示す子どもたちへ   
断及び治療・捜肋に闇  植んで研究活動を行った。わが平におい  行暮障書が非社会性の隋だつ引きこも  ン暮はさらに■志による研究会での榛肘  る。しかも本研究により、行為叶書の発  の支援」とシンポジウム「増血hl爛システ   
する研究  ても行▲汁書は子どもの精神疾患として  りの子どもからも出てくる可能性を示し  を通じてガイドラインもしくはガイドブック  現をいち早く幕知し、早期に治ホヘ導入  ムの可能性と間檀点」が企圃され、本研  

十分lこ深則な疾患であり、また多くの辛  た。これらの知見から、行為障書はどの  として天成させ、何らかの形で社会へ公  する暮鴨が大きく、膚待をはじめとする  究班の研究成層を中心とするl十丁壇の瞥  
園が聞与する檀合的な現暮を喧燥とす  手旗辛因が行入用書の発現に大きな役  
る櫻蟻な疾患でもあり、今後さらに掌術  凱を兼たすことが明確になったので、莞  
的な検肘を続ける書暮の大きな対tで  遵障亨支援や■挿対策、あるいは引き  
あることを初めて示すことができた。   こもり支捜において、行あ障書集現の鮮  

機闇での治療的介入などの開発を促す  価とそれへの対応に関する研♯や、地  
ことになる。児暮愚書期精神科医＃の書  壇におけるこうした子どもの間糧に対応  
門性を掃った憫院を含む地ヰ連携シス  する連携システムなどを拉tする鷺暮を  
テムによる対応の■効性も檀示した。   示すことができた。   

自殺の実態に暮づく予  18  18  こころの健  北井 暁子  人口動態隅董に基づく保健統計的研  心理学的剖検の／くイロットスタディにお  本研究の分担研究成兼専をもとに、現  内閣府「自殺総合対策の在り万機村会」  本研究の成果は、内開府「自殺総合対  4  ■  19  ロ  4  12  0  山  山   
防対策の推進に闇す  鷹科掌研  究、東京劃監事蚤輝院の捜菓子一夕  ナる自殺の危険因子の数暮的分析の緒  壌担当書が利用しやすく、すぐに必事な  の報告■「鮭合的な自殺対策の稚壇に  策の在り方検村会」の責削として活用さ   
る研究  究  ベースの分析、書緊庁の自殺統計の活  井、社会隋廿の促さ（低所神）、Ⅱ椚6ケ  ページを蓼照できるよう小冊子版とDVD  関する檀T」では、r効井的な自殺対策  れた。本研究において藍川した研究方  

用可能性の検肘を行い、これら既存の  月間の生活出来事、過去1年¶の社会  こよる自殺対策マニュアルを作成した。  を推遺するためには、自殺の書暮にある  法である心理学的創痍の椚董について  
統†十責料をもとに、自殺の多樺かつ複合  的支援の低さ、過去1ケ月の社食撫能水  また、自殺予防対策の椎遭のための  け々な書匝や経過書の実態を正確に把  よ、明日新聞（18年12月8日付け夕刊  
的な原因および背tを、どの程度明らか  準の促さ、過去一年間の1危な痍鳥への  ホームページの立ち上げを行い、その騨  捜し、それぞれに応じた対策を■じること  「窓」、19年1月10日付け耶刊「私の積  
にすることができるか明らかにした。ま  が必手不可欠」とされており、「ll董研究  

た、自殺の多稚かつ檀合的な原因およ  の推進専」の主な施策例として、本研究  
ぴ群書を把攫するため、心理学的剖検  において研究方法を蔓傭したIb理竿的  
のフィージビリティスタディと／くイロットス  削横を本格★施することが明紀されてい  
タディを行い、わが鴎においても心理筆  る。本研究の成果は、ここに華げられた  
的別棟が実施可能であることを示すとと  心理筆的削檎を本格＃施に着用される  
もに、わが四に遺した研暮方壊を開発し  ことが期挿される。   
た。   できる可能性があることを示した。   

自殺企図の賽懸と予  16  18  こころの健  保坂 隆  研究開始から3年目で．1．725例が暮稗  自殺企図肴には「一人暮らしのほうが多  なし   本研究では既遂例が209件あった。（男  新聞各紙こ朝日・毎日・読売・文京・山梨  20  10  120  10  20  u  0  0  0   

防介入に関する研究  鷹科学研  できた。もちろん1JOOO例を超えた騨欄な  性＝111件．女性＝98件）回数がわかっ  

究  研究はこれまで本邦にはなく．本研究の  た書では．男性で97％（丁5／TT）女性で  
第一の精緻となっている。男女別に年齢  859も（6D／71）．合計で91％（135／1朋‖で  

分布を検肘すると．女性では20‾30■代  あった。逆に2回目以上の企図だったの  
に大きなピークがある「一峰性」であるの  はほぼ1劃だったということになる。   

に対して．男性では同じ20‾30■代に  
ピークがあるのに加えて40‾50■代にも  
ピークがある「ニ峰性」であった，   

こころの健脚こついて  18  18  こころの健  川上 欝人  わが罰の気分、不安、物井間違障書の  斬フロンティア戦略の目標†肛設定、「精  総合研究報告書を大学、ポ遭府県、政  厭世贋フロンティア戦略第3分科会にお  マスメティア零において「これまでにうつ  0  n  凹  0  5  0  0  ■  0   

の疫学椚壬に関する  鷹科学研  頻度と受診率を明らかにした上大規積  神医欄爛皿の故事ビジョン」で示された  令指定前市など送付し、研究成果の書  ナる「うつ対策JlO年計画の政策の目欄  ホの経験者は四民の15人に1人、過去   

研究  究  の研究である。本研究で得られたデータ  10年後の日揮におけるベースラインl止  及・活用を促す。また、講漬会・市民公開  Ⅷの●考にされた。   12ケ月には50人に1人が経験」というメッ  
ベースの詳欄な解析により、わが虞にお  セージとして広く四民に周知された。   
ける精神障書や自殺は向の特徴や危検  
因子の同定が進む。また4万人を縫える  
WHO世界精神保健プロジェクトの大横樺  
データ一部として活用され、精神坪書の  
診断よ準の見Ⅱし、関連事因の解明、  
世界疾病1櫻（Qlob■lburd●nOfdi60a80）  
の書出などせ界的な精神陣書の痛撃研  
究の遺よに苓与する。   の現場で役立つと期待される。   
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と雷勤惰にⅦする研  ♯科掌研  精神ホ法の実施方法  16  18  こころの償  大野 裕  精神膚闇全般についてその内容とエビ  うつ椚、パニックl■書、社会不買陣書、  うつ■に対する騒知行t一環法の血書職  主暮な疇欄Ⅶ闇の概暮を作成したことに  本研究の成井をTlOl国旨本精神神経  u  u  Z8  0  2丁  ■  0  0  0  
究  究  米臨および英四における精神膚儀の実  統合失Ⅵ症に対して認知行勧療法が書  ＝対する世知行動分析＃神♯法の息讐  能になった。わが四における精神療法の  け嶋告した。本邦における精神療法の  

穂状況を椚蓋し、うつホ」パニック陣書、  効であることが強く示唆された。この他、  用マニュアル、パーソナリティ陣書に対  全乎的な状欄と間糧点が明らかにされ  現状についての闘士輪景が嘲日新間で  
社会不安陣亨、強迫性障書、アルコール  社会不安陣書には入院桑田療法も効果  する井旺法的行動療法の鳥書用事引き  たことによって、す緩の行政の対応苫欄  ヰ1された（平成柑年12月25日）．続発  
依＃症、パーソナリティ障書、統合失Ⅵ  的であり、強迫性陣書には行取離法が  作成した。   状にもとづきながら検討することが可能  新聞の「ホ院の実力」シリーズが認知行  
症に対する精神糠漬の効兼について  薬物療法にまさる効具を示すことが示さ  になった。また、主事な精神疾患に対し  勤■法をテーマとして精神科機械で初め  
オープンk♯を通してマニュアルの書用  て精神糠漬を含めた広い視野から今後  
性を検討した。   効果に開して、文≠上は一定のエビテン  の精神医♯の針昨を策走できる可能性  

スが得られているが、今回の研究からは  が確認された。   
強いエビデンスは得られなかった。  

ーーろの健鷹科竿研餞  本研究によって現在手でのこころの健t  0  0  0  0  0  0  0  0  0   
のあり方に関する研究   研究事業の助成を受けて行われた研究  科攣研究事暮の成よ及び1点的に研究  

究   課糧の主任研究書による自己騨価と、  が行われるべき襲用が明らかとなり、ヰ  
成■から象喪された肋文の数や被引用  後の研究事儀の闊は採択の鬱考となる  
回数を客観的稚繍とした檎肘を遺して、  事が■えられる。  
各領域の研究の現状を把欄し、何がどこ  
まで明らかにされたか、どのような隕且  
にす後取り組むべきかを明らかにするこ  
とができた。サ後これらの情鞭を研究書  
に捜供することにより、研究の計圃や立  
稟に役立てることが可能と考えられる。  
また、研究事賽の全体の方向性や新た  
な研究課雌の設定を榛肘するにあたっ  
ての書用な★料となると考えられる。   

日中の過眠の冥噂と   18  18  」－ろの償  大川 正子  近年、夜Ⅶの睡眠陣亨が日本人のヰ？5  夜間睡眠不足により日中の眠気が書鷹  本校生集団にみられる強い眠気に対し  t肝之1の聯租として運動、巣暮、休暮が  交i事故が頻発しているわが匹の社会  円  33  10  0  58  28  0  山  10  
その対策に関する研  贋科学研  人に1人として℡民■としてとり上げられ  になるとともに一日の睡眠時間が短用す  て介入研究を行い、昼休み持分の午睡  とり上lヂられているが休暮について十分  情勢において 居眠り運転の事故につい   
究  究  てきた。一方で昼Ⅶの眠気が抑うつ気  る。睡眠時叩と聞係する因子として押う  を導入したところ眠気が減少し井中力、  な取組みがなされていない。このことが  てのマスコミが本研究班の研究について  

分、書歓低下判断力低下、暢忠盛など  つ尺度が書く、気分と睡眠の書暮な間道  筆智意欲の改雷を認めた。このような成  自殺率低下、生活習慣■減少の日礪が  とり上げた。ヰ並のポイントは眠気は＋  
眠気と心身の儀♯の開1性が不明檀で  性が明らかになった。同様の蘭■性は  集をもとに高校生、学校向けにガイドラ  達成できていないことに緒びつくと考えら  こ睡眠時ホ呼吸だけでなく日≠生活に  
あり、平民生活における眠気の★態が  繍床ホ発症因子にもみられ本弗初の成  インとして「書校生のためのクラトスリー  れる。本研究から1日の睡眠時Ⅶを十分  おける睡眠不足をもっと1視すべきであ  
明らかにされていなかった。本研究では  集であり、心書の健鷹に睡眠が朋欄に  プ11か集」を作成し、サ換の筆生指導と  に確保できない人にうつホや生育習慣  るとの研究班の成1である。今後、企業  
大規模疫攣¶壬により若年暑から高齢  工手であることを稟旺した。   して闇発した。全体的な成集を集成した  痛が多いという緒兼が得られたことは目  t電書あるいは行政担当暑には過暮労  
書手で、眠気の強度、頻度などを含め日  形で「快遇な睡眠をとるために」という－  櫓速成できていないことの暮づけとな  働あるいは交代勤務体制などについて  
★生活に支障を来していることが明らか  般教本を作成し正しい睡眠の知h曹欄  る。この間ばに対する本研究成果は行  科攣的甘書の理解を促すべきである。  
にされた本邦初の嶋告が出された。  に共用する。   政に反映させるべきであろう。   市民公開シンポジウム「すっきり目覚め  

て快適生活Jというタイトルでt京j暮日ホ  
－ルにて開催し、研究班の成果を先妻し  
た。   

筋事槽性刑責硬化症  18  皿  こころの健  小柳仁清光  筋蓼縮性側兼硬化症（∧LS）書¶運動  傷讐を受けた1動こユーロンに対し肝縮  AしSモテルである顔面神性引き抜きホ  AJSの打田解明に一歩近ついた：傷亨  兼45向日本神経網理事会（2004年）運  口  4丁  5  2  115  23  口  0  2   

のt早期ホ壬を求め  丑科学研  ニューロンでま自合成系暮≠を見出し  地増穫包子HGF租換えウイルス投与、ラ  傷ラットを用い、運動ニューロン≠雷に  運動ニューロンではrRNAil伝千振写譜  勤ニューロン疾息ワークショップ（群■県   
てこ運動ニューロンに  究  た。すなわちリボゾーム（r）RNAil伝手帳  ジカルスカベンジャーMCト柑○経口捜  対する効果を判定するシステムを開発  性の濱少と、運動ニューロン生存層白  前橋市）、井8回～ouBr扇nConforonGO   
おける量白合成系の  写活性減少と、運れニューロン生祥書白  与が書効であることを丸出した。これら  運用してきた。これにより傷書1勤  SMNpr｛血inの減少がみられる．これら  （ヰ酋）にて上記の内容を帽介した。   
■篤と治加法開発の  SMNprotoin減少を確位した。AしSモデ  よALS鳥書の新規治■法となりうるもの  ニューロンに対する樽々な茶杓、；1佳子  がrAしSの大の贋因」に近づく糸口となリ   
暮式み  ルである触面神経引き抜き媚傷で内在  である。また本研究において∧LS書髄に  の効井を明凱＝判定可能で、より書効な  うる可能性がある。AしSの新規治ホ法を  

性神経れ駆細胞が増糧し、それをFGF2  おける内在惟の細胞分裂（神経前書欄  藁刑の開発l＝Ⅱ結している。またALS瞥  開発した：肝細胞壇穐因子HGF租換え  
組換えアデノウイルス投与で購縞した．  胞、ミクロクリア）を確圧した。これら増札  髄で内を性欄偶の分裂を確認したこと  ウイルス投与、ラジカルスカベンジャー  
損傷による1動こユーロン死にHGF姐襖  細胞によるホt捧壇は将来の治膚法と  ま、将来の治♯浅間先の暮本的コンセ  MCl－186経口授与が傷書道勤ニューロ  
えウイルス、MCト柑8経口投与が書勃  プトとなりうるものである。   ンに雷効であることを見出した。   
であり、移≠治ホ用ラット神経椚t細胞  
株を樹立した．AしS甘職でのミクロダリア  
分裂とホ■形成／捧壇への関与を見出し  
た。   

バーキン蛋白の機能  18  18  こころの償  服部 情事  遺伝性パーキンソン椚（FPD）は、現在t  若年性PDの遺伝子賢■解析を行うこと  看年性PD闇し、マスコミによりその渾在  0  26  30  5  50  †0  巴  ○  5   

解析と■千変性とその  もホットな研究職壌である。その中で、蒼  が取り上げられた，特に競売新間社の  

防蜘  究  年性PDの間色遺伝子バーキンの制御  医療ルネッサンスでシリーズとして樗牡  
犠ホを明らかにしたことは極めて暮稟で  された。事術的には、主任研究書は本研  
ある。しかもその間卿がシャペロン量白  究を中心に推進してきたことでトータル  
である14－3－3●bによりなされているこ  の被引用回数が、バーキンソンホ研究  
とは、バーキンがユビキチンリガーゼで  領域でせ界算丁位にランクされた。   
あることを考えると如何に肇自分解系が  
榊蛙ま†生の遺権で暮辛か示唆させるも  
のである。またバーキンの暮井傾柵であ  
る／くエル受容体過剰発現系マウス（T‡）  

がPDモデルとして事効であることが示さ  
れたことは、学術的に暮書があると考え  
る。   
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アミロスフェロイド仮伐  用  柑  こころの健  重 集素子  アルツハイマー病の冊因はβアミロイド  今回開発した抗体にはAβ■性凝■体  臨床現爛ではない基礎研究所で生体由  4／14に公開シンポジウムを開催し、200  ■  48  山  4  67  28  9  0  ■   
こよるアルツハイマー    ♯科学研  （Aβ）の凝集にある。我々は、神経暮性  の■性を緩和する≠地位抗体が含まれ  乗材料を実験書および周囲に対する安  名以上の聴衆が●加した。マスコミにつ   
所柄Ⅶ解明と臨床応  究  を持つAβ凝▲体を世界で初めてヒトア  ており、アルツハイマーホ治ホの劇薬暮  全を確保するかは今後集傭されるべき  いては、取材中し込みを受けているが、   
用に関する研究一高  ルツ／＼イマーホ脳から■≠し、ホ因に内  盤として事用である。また楕攣したAβ凝  騨廿である。本研究を実施する上で＼菓  成tの公表のタイミンケに合わせて検討   
専動物モデル構築と  過した。この成業はAβ■性凛書体特■  していく予定である。   
生附ノアルタイム観測  的抗体の開発により可能となった。さら  
浅間敷こよるアブロー  に医掌物理化学の分野積断研究によ  
チ  リ、1）技術的に困難であった、生体内濃  

鷹でのタン／くクr凝集過租のリアルタイ  
ム観測手法を構築し、∧β凝集体の形成  
遺穣のイメジングに成功し、2）暮最糧モ  
デルの構築にも成功した．肘町をl臍偶に  
1成し、アルツハイマーホの■触解明に  
大きく工離した。   

糟璃書簡■↑による  16  18  こころの償  西野 一三  これまで機能不明であった樽山型先天  Fukut川E■により拡維型心筋症を主憺  

i■伝性筋疾患の病態    ♯科学研  性筋ジストロフィー膚因遺伝子の産物  とする昧書聖筋ジストロフィー（LGMロ2し）  これ手で全く治覆滅のなかったロMRVに  DMRVモデルマウスの開発は、米匹、イ  0  10  0  0  山  22  0  0  0              対して、初めて治療法開発への遭を開  スラエル、日本を含む敵力四で競すが繊   
解明と治療法の開発  究  fukutinが、リーRGE、POMGnTlとともに檀  を来しうることを見出した。POMT2文■  き、息書への希望を与えることができ  リ広げられてきた．書いにも、これまでの   
に闇する研究  合体を形成し、この檀合体がα－ジスト  た。   ところモデルマウスの開発に成功したの  

ロケリカンヘのGIcNAG転移能を書するこ  は．我々のチームのみである。今後、こ  
とを明らかにした。世界で初めて、  のモデルマウスを用いることで．各穫藁  
fukutln変■lこよる軽症腹帯型筋ジストロ  刑を用いたDMRVの根本的治ヰ開発を  
フィーと拡張型心筋症の臨床型をiする  目指した仙臨床試♯が初めて可能とな  
4書系6例の愚書を見出した。世界に先  る。   
駆けて、臨床的・ホ理筆的・生化学的に  
ヒトDMRVを再現する綾取り空地を伴う  
遭位型ミオバチー（DMRV）モデルマウス  
の作製に成功した．   

高次脳機能印書にお  16  18  こころの健  西川 徹  ホ次脳機能の発現・所節lこ闇与する脳  十分な効果をもつ治療法が乗積立の小  なし   暮礎研究と臨床研究を結びつけることに  28匝日本生物学的精神医学食・祁回日  12  27  田  3  133  32  ■  0  ■   
ナるD－セリンシステ  ♯科竿研  内D－セリンの代粧・機能の分子細胞穐  脳失別に対し、D－セリンシグナル増強  より、安全性が十分檀甥されている既存  本神経精神薬理事会■00回日本神権化   
ムの病態解明と治療  究  構について、新たな知見をもたらした。す  こよる治■沫開発のため、D－セリン躊  薬を神経疾患の難治性症状に応用する  事大会三筆会合同年会t斉濱鶴賞受   
法開発への応用  なわち、前職棄では細胞外液中D－セリ  作用をもつD－サイクロセリン（DCS）を  可能性を支持する縮景を得た点は、研  ↑こ■平性久他．EffoGbofD－  

ン濃度の臍ホにおいて、ダリアとニュー  用いた動物＃♯や－1盲檎拭l附＝絨  究成果を一日も早く患者の利益に遭元  …   ▲      ▲ ・    ・   ▼  
ロンの役削が大きく■なること、虚血性  き、書髄小脳変性症を対tとしたニ1盲  する方策のひとつを示した点で、行政的  GOntt椚bofD－＄Orjnointh●「atfront8，  
脳障書のモデルと書えられる神経事によ  機㍍欄と一年間の最期投与賦♯を行っ  な意■があると考えられる。また、ホ佼  GOrtOX．名古∫9．14．200ゼ．D－アミノ酸  
る椚変ではD－セリンの■≠が生ずるこ  た．双方ともl囁作用は出現せす、二暮書  生・大学生を王対■とした公開セミナー  酸化酵素の研究成井が縄書誌の表紙に  
と、主任研究有らがクローニングしたd引¶  檎賦♯では運動失明スコアが書暮に低  を行い、本研究に関する知椎の一般へ  採用：K川●Z00T●t●l．Prot8inS（；i．  
－1、由「－2■のD－セリン開遽遺伝子  の書及を図った。   15二Z708－2T17．ZOO6   

の構造・発現分布・♯能の楕憺事が明ら  
かになった。   定を計圃している。一方、動物異験で  

DCSによる脳内D－セリン濃度の増加が  
見出され．用t設定に応用する予定で  
ある。  

HT」∨－1プロテアーゼ  16  柑  こころの健  納 光弘  成人丁栂池白血ホウイルス（HTLV－1）闇  発症予防のための多数のHAM発症聞1  本研究は治療開発研究であり、ガイドラ  HTし∨－Ⅰプロテアーゼ阻曹欄の開発はも  市民公間講座およびHAM愚書会で講漬  5  u  3  4  7Z  35  0  0  之   
岨丁刑によるHAM治    鷹科掌研  連脊髄痘（HAM）におけるHTLV－けイル  槽主因子、ウイルス田子を間定し、HAM  イン書の作成は行わなかった。   うー歩のところまで進み、完成すれば神  を行い、研究の進捗状況攣の啓発活動   
覆法の開発ならびにH  スを減少させる新規治療法の開発と集  練熟ホであるHAMの根治治療が可能と  
AM発症予防に関する  症予断のためのホ態解明を行った。  なる。手たHTし∨一ⅠキャリアからHAM発  

研究  HTし∨－1樽■的プロテアーゼ阻亨刑の  症ホリスク群を抽出することが可能と  
開発を行い、生体内に投与可能な低濃  なった。薬刑が完成し、これらの■リスク  
鷹で強いプロテアーゼ酵素阻書活性をも  群に投与できれば、全四に数万ともいわ  
つ化合物を得、ほぼ充成に近づいた。ま  れるHTし∨－1キャリアからの新規HAM息  
た爛熟解明はさらに進事した。これらの  書の発症を予防し、ひいては保健行政  
緒1は多数の美文竿怖欄文に発表し  に★するところ大である．また、日本の  

た。   るため、H∧M愚書に投与可能である。  みならす世界中にHTLV－1感染看は存  
在し、治療法および予防法の確立は世  
界の匿■全体にも寄与することができ  
る。   
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テユシェンヌ聖断ジス  18  18  こころの償  松ヰ 雅文  私運が檀欄してきたDMDに対するエクソ  私達が虻膚に先畷けて提唱してきたエウ  DMDの治覆法のモテルとなる方法を碓  DMDl書は12義で歩行不能になるな  古看のれの会を間催し、研究成層の¶  山  16  3  2  10  ¢  D  0  3   
トロフィーのアンチセン  ンスキッビング臍導治欄の成功は、世界  ど、長期にわたり社会から介醜などの支  
ス治療法の間発  究  から大きな注日を■めた。そのため、こ  攫を賢けなければならない．幸治膚法の  

の治療法の碓立を目指した全世界的な  積立により行政の方向がDMD鳥書の支  
研究が極めて活彙化した。一方、私逢は  緩から油井へと大きく転換するものと期  
本研究において多数のDMD愚書が治療  持される。その枯集、従来支出されてき  
できるRNÅ／EN人の同定に成功し、本分  た介護などの行政的負担が大幡に解さl  
野のせ界のリーダーとしての地位を引き  することが期待される。   
続き確保した。手た、エクソン内の一壇  
▲がスプライシングに朋与することを明  
らかにし、暮磯分子生物竿の世界にも少  
なからすイン／くクトを与えた。   

フリオン椚のi取期的治  18  18  こころの償  土浦 文集  プリオン複製とその阻書の分子■序解  PP＄脳玉内授与■法を地虻次世代型治  本研究では、ガイドライン■の開発lよ行  治療研究lこ関連して事象に開発を求め  市民講座を2004年相月31日に1著書欄  山  46  20  3  35  25  10  0  ■  療法に間する臨床研    正科学研  明は当駿分野でもっともホットな研究欄  凛藁朋偶の成果は、ブリオン■烏有の  わなかった。   られているのは、早期診断やホ勢診断  裁と共催した。これは、暮礎研究書、臨   
究とょ礫研究  究  壌であり、本研究で得られた以下の成景  生命予後の改書やqOしの改雷に★鱒す  技術の開発である。本研究で臨床好戦  床匿、1有事旗支は肴、社会筆書、行  

はこの分子メカニズム解明に紫電に闇  るものである。矧こ、PPS脳王内投与環  を蘭始したプリオンアミロイド圃像法は、  政曾が一生に会した我可初めての竹輪・  
逢するものである。①機序解明のツール  法は、これまで書効な治療法が書い申  早期診断法やれ勢鯵断法として期掃で  意見文換金であり、108名の蓼加暑が  
として作用の■なる4穐の新たな化合繊  で唯一の生命予後復讐治療効果のある  きるものである。行政的観点からも、本  あった。一方、卒研究の成よについては  
を発見、②プリオン複製に開運する樗王  治♯法であり、蒼年発症例や繊愉進行  検査法が早期鯵断や病勢診断技術とし  海外でも大きな蘭心が払われており、主  
因子を複数発見、③プリオン蕾白の楕遣  例で期樗される。一方、末梢投与で治ホ  て確立されれば、■期治■による愚書生  任研究書らは∽朋年10月にトリノで開催  
ダイナミクスに暮づく愉電的創藁が可能  予防効果が見られた化合物のうちの2檀  命予後や00Lの改讐を期待でき、また  されたプリオン属際会繊  
であることを正明、④プリオン干渉現暮  については、近い将来臨床での使用が  匿研性感染などの医療事故を防ぐことに  NouroPr10∩2006、2006年11月にパリで間  
には免疫系や1≠型プリオン生白の相  役立つことになり、厚生行政にt≠す  
互作用が関与していないことを乗員、⑥  る。   Thor8PrlOn2008に招待清書として相場さ  
プリオンのターゲットとしてtせ間ー細胞  れ、本研究の成果を報告した。   
を新たに同定．   

書髄間丁細胞からの  10  18  こころの健  出沢 真理  書世間丁場胸は書髄中にある間稟系Ⅶ  t欄間千紳憎は短期Ⅷに移■に必事な  文部科学省 科学技術・学術書■会 生  文飾科寧雀 科学技術・寧術響■食 生  ZOO5年7月8日 日ほ新聞、産経新聞、  0  43  18  8  48  28  円  u  2   
神経並びに筋相場の  鷹科竿研  胞であり、同じ間1系絶壮であるサ、飲  細胞緻確保が可他セあり、す≠バンクの  禽愉理・安全群会の「特定胚及びヒトES  命倫理■安全部食の「特定胚及びヒトES  末節新聞に記事‡l戴（t櫓筋横縞に肌   
選択的横導とバーキ  究  t、脂肪、心髄への分化が欄告されてい  利用も覆箪できること．1讐本人の細胞  細胞研究書門委■全 人クローン胚研  締胞研究■門婁■食 人クローン胚研  して）。2008年1月11日 朝日新聞「逢   
ンソン鋼・筋ジストロ  る。本研究では神経、t楕筋などへの勃  を仕えば免疫拒絶が書い「自己細胞移  究利用作業部会」において人クローン旺  究利用作業部食」lこおいて、わが聾にお  む再生匿■：伴性幹細胞」にて記事綿t   
フィーヘの自書移■治  事的な分化断導システムを確立し、これ  櫨治■Jへの尭■が期待されるので実  の研究目的・利用のあり方についての肘  ナる書生匿■の現状、ES細胞以外の細   
書法の開発  らの細他の特性解析、生体での生書と  用性が高い。本研究では生体で神経あ  ■に●加すると共に、わがすにおける事  漉すなわち書職由棄の自己細胞を用い  

機能改鸞が示された。柵柱・断交性疾息  るいは筋肉として機能する細胞をサせ間  生臣療の現状、ES細胞以外の栂池すな  た鳩胸治療に間する暮門的書見を悦明  
への「自己帽推移穐治■」につながる書  賞細胞から効率よく臍噂するシステムを  わちt楓由来の自己細胞を用いた損胞  し、文飾科学雀生命倫理・安全節食と共  
効なシステムであると期待している。  開発した。書劫な治鞭法の開発が切i  

されているバーキンソンホや筋ジストロ  
フィーに対して治ホ漆の実現を日用す。   りまとめを行った（平成18年6月20   

軸棄傷書聖ギラン・バ  16  18  こころの健  吉良 潤一  ～乗≠讐型ギランりくレー症鰊群の先行  C－Dp8t白は、C．jduniが酸化的、ある  なし   なし   20D8年3月、名古tで行われた第18回  0  47  0  0  44  15  0  0  0   
レー症撲群の抗榊権  感染ホ膚体であるCampγbb8Ct●rjduni  日本榊纏免疫学会■学術集会において、  
暮素♯法の開発lこ闇  丑科学研 究  より、C－Op8書白をクローニングし、璃  本研究の成集である  
する研究  態との開通を槙肘した。C．j叫uni感染後  「C抑1Pylob■¢t01如如ni由来Dp§葦白によ  

ギランりくレー症犠群■書は、C－Dp8蜃  るN●チャンネルの陣書」を弗曇した朴事  

白に高率に曇書されていること、また、C  氏が、同学会よりYoung  
ーDp5蛋白はsu他心血倭介して神経姐■  N…rOimmunologi5tAwardを授与され  
に沈着し、止綾的に斗書し、伝導ブロツ  た。   
クを隋導することが示され、本疾患に対  
する鶴舞傷書メカニズムに関与すること  
が示唆された．本成果は欄内外の肇食  
で嶋昏され∴大きな反■があった。   

ナンセンスt■聖職ジ  16  18  こころの償  松電l良一  独自に開発したリードスルー活性娩出用  本研究課糧によって特定された新規リー  観望■し   本研究熱糧において積立した3檀の丁■マ  トルコイスタンフールで開催された鶉11  ¢  8  13  ■  15  18  u  0  0   

ストロフィーのリードス    席料学研  デュアルレポータートランスジェニック  ドスルー惹起鞠rは．その物性から安全  ウス系統を用いることにより．各PTC竃  画■隋神経筋学会において．「筋ジスト   

ルー藁物による治ホ  究  （T■）マウスを用いることで．新規リードス  性が棲めて高いものと予想されるため．  の効事，作用卵色における投与線路・濃  ロフィーの薬物治ホ」として招待講濱を   

法の確立  ルー有紀事物候補を5穫特定し，うちl檀  薬物動静・安全性拭♯を行うことでオー  鷹・回数・期Ⅶによる権時的文1ヒ．構的  行い．筋ジストロフィーのリードスルー藁  

（化合物IZ）については経口投与が可能  フアン薬としての承旺を目指すことが可  姐■縛れ的かつ効率的なドラッグデリバ  袖による治膚の暮手性とその候補薬物  
であること．重点性書性が見られないこ  リーシステム事を榛射することが可能と  
と．疾息モデルマウスにおいて≠簡タン  なる。本研究排札において特定した5橿  

バク∫の回せが見られること．血液生化  の新規リードスルー蒼起化合鞠とり一ド  
筆による筋障書指橿の低下響を確認し  スルー活性解析用丁■マウスは．PCT特  

た。低分子化合物である＃2は＃物性輔  絆を出月中であり（US60／806．580）．これ  

として非♯に事iである。   らの知的財産は今後の劇薬開発に′職  
しうる。   
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遺伝子アレイによる多  山  18  こころの健  佐靡 準－  MSは自己抗原反応性丁細胞lこより蕎転  MSでは事¶に再発を予知出来れば阜  現在までMS再発予測法は確立されてい  MSは自己抗庸反応性丁稚他により惹起  本研究の成果に関しては羊‖回日本神  5  山  0  2  35  16  3  0  口   
発性硬化症再発予…綱    鷹科学研  される晴Ⅶ的・空間的再発を特徴とする  期治膚開始が可能になり軽症化出来  ない。MSは通≠の血液檎董では■≠を  される時Ⅶ的■空間的＃鶉を精機とする  練免疫学食事術集会（2005年‡l岡）で鴨   
法相正に蘭する研究  究  中枢神経系炎症性脱世疾患である。再  る。本研究では遺伝子アレイ解析でMS  眩めす、榊絶筆的所九・胞甘髄液・MRl  中枢穐経系炎症性脱髄痍欄である。再  肯し、その内蓉が書く鮮価され、日本神  

舞を反復し不可逆的な機能陣書を残  息肴の末梢血丁細胞の再発期稗1的遺  画像に暮づいて診断されるが、書門匪で  発を反復することにより不可逆的な機傭  桂免疫掌会食1tを受暮した．また患  
す。事前lこ再発を予知出来れば早期治  伝予覚現／くターンを間定、MSの診断・治  も正確な鯵断は容易ではない。本研究  障書を残す。事¶に再発を予知出来れ  看および書簾を対tとする兼3画多発性  
療佃柏が可能になるが、MS■無予測法  瘍に応用することを目的とし、臨床の現  では■内外を通じ初めて末梢血丁細胞の  ば年期治憬開始が可能になる。現在ま  硬化症フォーラム匿欄柑耶■会・研究成果  
は確立されていない。MSは逓≠血液機  場で活用出来る研究戚1は（1）MSホ型  遺伝子発現解析でMSホ聖分糧データ  でMS再発予測法は碓立されていない。  棄貴会（2008年★京）で集覆し、患者への  
査では井≠を艶めす、神経学的所見・脳  分欄干一夕ベース（MSGl8SS伽さtion  ベースMSCDを開発、MS再発・＃解撫別  MSは通≠の血液検暮では1書を眩め  ■及および尊書活動に役立てた．  
書髄液■MRI匝≠に暮づいて診断される  dさhbd＄○；MSCD）と（2）MS再発・★解撫矧  ′くイオマーカー遺伝子群RSGを同定し  す、神織攣的所見・私書職液捜暮・MR】  
が、書M筐でも正確な鯵断は蓉覇では  ／くイオマーカー遺伝子輝くr01叩80－  た。今後臨床の現廿でMSの診断・治膚  圃傭に暮づいて診断されるが、■門医で  
ない。本研究では匹内外を通じ初めて末  に関するガイドラインに取り入れられるよ  
梢血丁細他の遺伝子発現解析でMSの診  うに、診断精度・予測精度を芯めていく  
断・治ホ反応性・再発予測を可能にする  予定である。   化、亀有の社会せ州促遺に役立つ。   
方法を開発した点で圃期的である。   

攣l亨I漂鳥の写観的鯵  18  18  こころの健  橋本 亮太  NIRS（近赤外分光浅）を用いたハノイの  MRS（近赤外分光法）を用いた指流暢  我々が用いたN旧Sの♯器は、日本の  0  35  ヰ  0  71  25  0  0  0   

断技法の開発とその  鷹科学研  塔課蟻を、統合矢川症と気分陣書にて  他のグループが用いている儀せと同様  
臨床応用の促進に開  究  横田した繊告は未だされていない。我々  の緒tが欄られるにもかかわらず、安価  
する研究  はせ界で初めてハノイの塔課Ⅶにおい  である（10分の1以下）。tけ反応機董に  

て統合失調症と気分陣書では椚Ⅶ稟賦  用いた機器は、日本の他のグループが  
漕が小さいことを示した。さらに、気分陣  用いている廿♯と価段は同専であるが、  
書では統合失椚痘と比較してさらに、椚  ライセンスの間檀がなく椎でも購入する  
∬稟戊着が小さかった。これらの編集  ことができる。我々の成果は、今後これ  
は、椚曙葉の実行機能の庫讐と■榊痍  らの検量が臨床捜査としてt及するため  
患の新たなⅦ1を示す、1事な知見で  の条件を満たしていると考えられる。   
あると事えられる。   立つ可能性があり、期待される．  

精神保健分野におけ  18  18  こころの健  中根 允文  精神保健に闇する理解と態度（精神障  3年Ⅶlこヱる実旺的研究において、一般  全鴎各地で通行中のt及啓発活¶（糟  日tにおける精神保健稚拙施策の状況  疇榊埠亨著に対する傭蒐・蓋別・社会的  ■  口  ロ  ■  ■  ■  0  ■  u   
る地慎サポート専にⅦ    ♯科学研  書［書】に対する爛見・憂別の■り樺を含  人および匿ホ蘭俵■門tにおける精神  神保健欄祉センター、各檀NPOなど）を  を比較したとき、その制度および歴史が  躍≠を、一般性民および匿ホーロ職に   
する日暮共同研究  究  め）を把橿するための両捜騨価尺度を開  障亨への傭鼻・量刑の状況が明らかに  Wob与itoで公開されている情報を収集し．  大きくAなり、豪州で成果を上げつつあ  おいて騨価した緒集を、プレスカンファラ  

発した上で、広く日本四民全体の現況を  されたことから、各▲団の特性に応じた  さらにオーストラリアにおける様々な啓  る■体的取り組みをそのままわが四に  ンスにおいて紹介し、アンチステイグマ研  
舞狂的に確眩してきた縫遺から、本研究  固書の啓発活動の必手†生を場末した。  発（80yOndbluo、Mindm■ttOrなど）に係る  取り入れることは難しいが●雫となる点  死金を介して笛食■貞にq肯した。末  
では王に凰内における書発活動の状況  開発した騨価尺度は、サ後の臨床研究  ★料を入手して、本研究の成集としての  も少なくないことが判明した。地域中心  た、闇■事会（日本うつホ学食、プライマ  
の把攫に発よさせ、そこにおける間地点  への応用が可能と騨価されて、徐々に  啓発★材をモデル的に開発した。日本■  の精神保健サービスヘの移行に際して  リケア攣会など）で、うつホと自殺に閲す  
を明らかにした。これらをふまえて、現舞  引き合いが増えてきている。社食文化的  オーストラリア両聾政府間における精神  の経験、■Mサービスの充賽、改羊過  る旺hの催さなどをt告した。これらの  
こ地積支檀を進めるに当たっての啓発  γ★の1なる地域との比組こおいて、精  保健に係るパートナーシップの成井の合  権のモニタリングの手法などは、今後も  ■告の幾つかは、メディア（新聞）におい  
活動モデルの開発を提案した。また、こ  榊躊Tに係る日本樽書の理解と態度を  書文暮を準伸したので、現在オーストラ  王に詳細な情岬交換を行う価†祉があると  て記事となって紹介された。特に、書門  
れまでの日豪比較研究の成果を、両四  明らかにできたことは、それらの改曽に  リア㈹からの同書が得られるのを待って  書えられた。政府W協力および研究書  書の中でも精神陣書の認什の低いケ  
政府の合書文書として吉とめることにし  Ⅷの連携によって、わが皿の故事に書  
た。   といえよう．   用な情報を暮積することが期待された。   

難治性炎症性脾■印  川  柑  難治性疾  日比 紀文  臨床Ⅵ責個人■t子化データを活用し  生物学的製剤、免疫抑制剤、血球成分  潰■性大場炎に閲して、文献憎鴨のエ  蹄床椚査個人■による難治性疾■克服  本研究の研究成集および疾患に関する  4  93  Z7  u  11l  59  0  0  8   

書に闇する明暮研究  患克服研  てわが四の全四レベルとしてはほぼ唯  除去療法など新しい治★法についてそ  ビデンス・レベルとデルファイ法により形  対策研究事業という枠組みを活用した痩  正しい情稚を憎鞘企圃隻■より難ホ医  
究  ーの暮礎度掌掩橿を暮出したことは、疫  の書効性を科攣的に檎征した上で騨価  成された書円＃のコンセンサスを統合し  学的アプローチは、わが孤独自の手法  掌研究財団のホームページ上に、また、  

掌的な田野比較や稚ホ騨価の一指柵と  して治療指針に取り入れるとともに、難  た診療ガイドライン作成し、■M匿の騨  である。また、受給書数をベースにした  主任研究書・分櫨研究書・研究協力書に  
して暮■のあるものである。免疫学的1  治例に対する治療や爬斬ホ法について  価により捧正を加えた後に完成版を公  統帥として当駿疾息の動向を明らかにし  よる市民公開積座、鳥肴の食などを積  
禦，サイトカインの検射では爛々に本症  もその位tづけを明稚にした。各種アト  聞した。さらに、インターネット版も公開  たことは、社会的にt義深い。しかし、簡  棲的に支持し、四民に広輸している∴平  
のれ憑に関与する■≠が1いだされて  ラスの作成やガイドラインの開発とあい  し、愚書・一般向けのガイドラインも開発  少疾患としては比較的愚書敵の多い本  庇1丁年廣には雌■医事研究財団の主催  
おり、す後、椚態への関与について検肘  まって、全国的な鯵膚レベルの向上、－  終了した。クローン爛の診療ガイドライン  症においては、受給中・漣出率ともにt  こより、欧米の事－はで活躍している研  
することにより新しい治■法の開発につ  定化を可能にした。このことは愚書qoL  も平成18年廣より間用の手法にて進め  上申・事柄卒を推定しうるほどには書く  究著・壇床モを帽岬して取隋シンポジウ  
ながる。遺伝子に関する檎肘では、わが  の向上を通じて、医療職済・社会経済的  ており、日本消化撃痛撃会と共闘で開発  なく、椚暮井記入時および入力の過程、  ムを開催した。また研究Ⅵとして平成17  
瑠独自の痍■関連遺伝子の■≠が明ら  に天♯しうるものであると考えられる。  中である。さらに、内視麟所1やサーベ  受総雷触の間欄を含めて本事共に即し  年度、18年優にそれぞれ市民公開講座  
かとなり、錮輝的にも注目されている。  イランス、旺「1痍正の診断に攣書となる  

アトラス集を作成した。   
ライソゾーム爛（ファフ  16  18  難治性疾  衛幕 暮剛  サボシン欠損A．C．Dマウスの作成と解  アンケート、スクリーニングなどで酵素事l  1．日本ファフリー病フォーラム■集（フア  ！，ムコ多♯痘l型酵素製刑の個人檜入に  衛靡義媚ご明日の匿膚「難膚ノ．上毛新聞  】6  I25  85  十0  242  7●  4  0  山   
リー椚含む）に関する  息克服研  析、サイトカイン解析によるクラツベ痛、  充療法の出現に向けて精神面も含めた  フリー病診ヰガイドライン 9．診断ガイド  よる使用成績を報告、これにより、治ヰ  2807．3．1．明日の医療「札所」．山梨日日   

調査研究  究  ファフリーホ鳥慮の血書トーヌス調節障  評価の基礎データが彿られた．遺伝子  ライン（4）特定疾患診断基準の執事）之．  襲アウドラザイムの早期事故にT僻でき  新聞2007．2．22．明日の医膚「難ホ」．■  
書機構、スフィンゴミエリン事積細胞での  治療ではAAVのMJDマウスへの真♯が  フ丁フリー璃ハイリスクスクリーニングの  た。2．わが乎のライソゾ→ム網息著の実  取れ 日本鶉新聞 2007、2．22．明日の医  
A8C蛋白発現低下のニーマンピックA・B  雷iな結集を得、壬たG8uCh8r■の遺伝  ガイドラインを世定。3．「先天性代岬■≠  職印壬として、基本的AD」および健鷹聞  ■「難所」．宮嶋日日新聞．2007，2．18．明  
ホ態への間与、トー“llホ細胞のライソ  子RocNcjIま■とパーキンソニズムとの  疾患における造血幹絹地移檀の治療効  遽QO」、ボンベ網島書における健t聞  日の蚤■「難所」．書知野間 2007．216  
ゾームヘのれ複合体大1暮積が確捜さ  相聞、羊購由来のSP栂池の細胞ベク  異に関する研究」に参加しており、これに  違QO」一間壬、ゴーシュホ鴨肴における健  「経書と闘う子供たち．私たちはこんなホ  
れ、GMl－ガングリオシドーシスモデル  ターとしての書用性．NOVおよび間道稟  よる代彿疾患に対する遣血幹細櫓移柚  t間違QOし椚董を行った。3．ファフリー  気と戦っています。」TBSテレビ  
マウスの暮症廣や進行の騨価l＝有用な  刑のGauGh8「椚への弾薬活性増強効兼  のガイドライン作成を巨指している。  璃のハイリスクスケノーニング浅間集  2007．】．ウ様臆 均こ進む札所対策．＃薫  
神織竿的評価法の確立、新規β－ガラ  は、腎不全と心不全の予防に役立つと  
クトシダーゼ遺伝子ま共の同定、ムコ多  期待され、尿0」－3の測定は酵兼補充  
■痘（MPS）の系統的遺伝診断法の積立  療浅効果の判定に役立つので、治憬暮  
がなされた。   弾性定にも応用できる。   
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特集性大闇爛帽劃■死  18  18  難治性疾  久保 俊一  疫掌傷を四レベルで鯛暮した例は鶉外  スタテンや壇元型グルタチオンなどの■  現在の鯵断■準は零度、稗■鷹ともに  硬筆椚王によって記述硬筆掃性の経年  研究成果を広く■及させることは匿覆従  178  43丁  129  5  120  56  b  D  0   
症の予防と治療の■  鳥克服研  こなく、定点モニタリングシステムはせ界  体的な藁刑が臨床的予防藁として使用  9g％であることが痍証され、精度の轟い  変化が把1できており、行政的な取り組  事暑、行政および四民のすべてが1遭   
究             準化を巨的とした総合  七大のホ患症例データベースであり、攣  できる可能性が判明した。エビデンスレ  暮準であるが、なお偽陣性や鑓叫性も  みの軌tを零札的に棟射できている。■  な匿★を遭択できるための†I鴨提供の   
研究  術的暮tが大きい。ステロイド投与の真  ベルの書い前向き臨床研究により書望  秤毒するため、妥当性と予後予測への  書t理や痍ホ対策の観点から嘉■が大  推進となる。日本四民の健鷹と安全を守  

の相対危険度を世界で初めて定■した。  な緒1を得ている。サ礪温存手術と人エ  雷用僅に関する臨床データを縫械的に  きい。遺伝子解析による発生予測マー  るという大きな理念に向けて、多くの研  
物t換術の霊峰重視システムを構築し  雷積している。2004年優に改定したガイ  カーの帥繋が進んでおり、大腿書聾せ  究礪日において十分な成果が攣げられ  
た。得られるデータはすぐに臨床に  ドラインをさらに王新して、行政および牡  死症が発生してその治♯が医ホ健済攣  つつある。これらの成集は基礎研究とし  
フィード／くックできる情報である。コン  会lことって安全かつ安心でrの高い匿  的に間■となる椚lこ予防して四民のせ  ての先進性を確保しつつ、画期的な予防  
ピュータ手術支捜システムの臨床応用も  覆サービスの効率的な攫供を実現する  よレベルを向上させるいう日揮に近づき  や治療を可能にすることが予想され、四  
遭れ正確なナビゲーションにより術前  つつある。   内はもとより西陣的な騨価にも耐えうる  
計圃通りの手術が低捜＃に施行できる  研究である。   
ことを証明した。   

難治性應欄疾患（t症  16  18  難治性疾  積木 公二  栄t陣亨型最皮水橋症に対する遺伝子  栄t岬亨型表皮水橋症慮肴に対して糟  工症多形潜出性紅概（急性期）（Stov●∩＄  ▲症夢形滞出性紅斑（急性期）の綬芋  堵暮皮膚移橿 再生医療についてテレ  25  Z50  103  8  63  凶  4  0  3  身形藩  
出性紅斑（急性    鳥克服研  治■にむけて7型コラーゲン遺伝子をク  暮喪皮シート移■法を確立し、その事効  John50nSyndrom0．b涙＝小山m血  嘱董のた肘＝、ケースカード量鋒井の贋  ビ取材を受け、放映された（2爬）。   

期）を含む）の圃期的  究  ローニングし、表皮角化細胞への遺伝子  性を示すことができた。さらに轟鷹な増  n●¢rOレ由．dru■－inducod   兼を作成し ウェブ曇瞭の可能性につい   
治療法に関する研究  中人法を開無した。il伝千治療の際に  暮皮膚として、三次元培養皮膚移檎法を  hyp●r50n＄i心vitysyn加omo）の鯵断暮準  て檎肘した。特定の遺伝子の間与につ  

必千となる免疫★専断書法の暮■的知  檀立し．その事用性を確紘できた。この  2005を作成した。この診断暮準をもと  いてDN人事聖と1症多形潜出性紅斑  
九を得ることができた。新たな♯皮の■  三次元せ霊皮膚をさらに改■し、羊膜を  ＝、多数の症例を詳細に検討し、暮虎鷹  （急性期）の発症及び■帖との開ヰを檎  
生法としてサ鶴間稟系幹相場を用いた  併用することにより機能的にtれた増t  スコア兼、治書ガイドライン暮を作成し  来し、現時点では明らかになっていない  
■生匿■法を開発した。毛包付1♯を  皮膚を作製する方法を生み出した。せ暮  た。また、診断マニュアルを完成させ、難  遺伝的¶tを同定するために、ゲノム解  
書する埠★皮膚の開発のために、嚢皮  
幹細胞の分離法について檎附し、毛包  
誘導については毛軋瑚細胞の長期埼暮  
法を確立した。   

治  癒  18  18    清水 宏  1）研 日 の  ヒト∨Ilコフー ン  1）   の   ヒトリコンビナントVII  回の  は 規ラ ？の  のた  死によし      の しい5  このような蛋白用充療法や Ⅶ  5l  川○  13  0  181  60  2  0  0  
個癒の画期的治■法  息克服研  鹿生細胞の大量増tと大t生産にはじ  型コラーゲンを稟甘動物l＝投与すること  め．ガイドライン作成は行っていない。将  療法が将来確立されれば、本址■書や  表皮細他にまえる新しい集想に暮づく治   
の間先にⅦする研究  究  めて成功した。また．皮膚劃傷部位への  により．基底牒への沈書をほめたが．鋤  兼．ヒトリコンビナントVlt型コラーゲン膚  手旗が苦しみから救われ00しが著しく改  ■法は．曇皮水癒症はもとより．他の暮  

樽■的な遊走を職場する、書嘲由実喪  物への剛作用はなかった。曇皮水癌痘  法の治療症例が増加すれは．本治膚の  書されるため、四民のt鷹・医療・橿祉  症．ホ治性遺伝性皮膚疾患に応用可他  
皮細胞持1的遭走因子を同定した。よっ  鳥書へのヒトリコンビナントVl】型コラーゲ  ■応ガイドラインを作成する予定である．  の向上■の衝から必事な研究と甘える。  である。また．多離器を母地とするような  
て．目標は概ね達成した。2）研究成集の  ンのは床治験を初めて行った。結集、Il】  
掌術的・■静的・社会的書暮ヒトVl】型  また、生白柵充．遺伝子治療．＃生治療  寝息に対しても■効である可熊性もあ  
コラーゲンの書白欄充震法が臨床的に  であり、医事の集よや進歩へも多大なT  
書用であることが示された学術的貴書は  ♯となると確慣する。そのため、行政的  
計り知れない。また．書髄由来毛皮綿他  観点からの成井も折り知れない。   
を逸走させる因子を間定し．治療実♯に  
使用可能な．最皮水癒症モデルマウス  
を稚立した点も学術的暮暮．属静的書  
義は大きい。   金的ttも書い。  

診断・治♯法事に間す    鳥克服研  難治性疾患の画期的  川  18  難治性疾  山村 娃  工解期の多発性層化癌（MS）ではNK細  MSの躊床では急性期のステロイド療法  インターフェロン療法を受けたMS愚書、  これまでのところ駿当するものは矧＝な  MSの再発がCDllG淵定によって予測で  0  31  30  1  30  3¢  3  0  口  
る研究  究  ループ（ODllchi小）と低いグループ  性が明らかになっているが、疾患活動性  よって■世の文化や■勢の悪化の九ら  で注目されており、原書論文は今後広く  駄集養）の概事は、期日新聞、日本経済  

（GDll¢low）に分かれ、CDll¢hi小では  を反映する良い／くイオマーカーがなかっ  れる例が存在することを報告した。また  引用され活用されると思われる。  新聞、■日新聞に縄tされ、大きなイン  
4ケ月以内に再発を来す確率が書雷に  たため、薬剤の過剰または過′ト投与に  インターフェロン・ノンレスボンダーにお  ／くクトを及ぼした。また、t鷹、蜃♯関係  
高いことを示した。CDllG測定をt及さ  陥っている可能性が排除できなかった．  いてインターフェロンが中止された彼の  のインターネットホームページでも広く  
せることで、MS正♯の1正化にT離す  す後、GDll¢をMS疾患活動性のマー  追跡椚壬も行い、鳥書ごとにきめ細かい  公間された。また、財団法人精神神経科  
ることが期待できる。またMSの丁絹地で  力一として活用することによって、MS治  治■法の遭択を行うことが暮暮であるこ  事財団の後檀を受け、農事向けの肛生  
オーフ丁ン棟内受容体N剛A2の発現が  労働科学研究成よ集集会（夢先性硬化  
貫通していることを示し、間分子を標的と  症フォーラム）を開催し、約250名の鳥雷  
する治療法Ⅶ矧＝先＃をつけた。   および医療闇係書に情岬棲供を行った．   

剤が間舞されれば、炎症性禅軽疾患の  
画期的な治療薬となる可能性があり．臨  
床への応用が考えられる。   

プリオン複製t樗の解  16  18  難治性疾  金子 清俊  我々は、プリオン綱の治療として、PrPO  フリオン■の根本的治膚層の開発に帥  本科事研究においては矧こ作成はして   14  30  48  8  80  3丁    0  5   

明とプリオン病の治療    鳥克服研  やプリオン生成補助因子との反応部位  しては、未だ臨床応用には蓋っていな  いないが、平成柑年3月に、主任研究書  研究のパンフレットを作成されており、厚  型プリオン＝過剰になると綿他死」平成18   

法開発に関する研究  究  専、複数の柵的を狙う「♯合療法」が劾  い。しかし、書族性を含むプリオン■の  として「匿環横間におけるクロイツフェル  生労働科学研究成井の中でtれたもの  年8月21日■常ブリオンを解く分子発見  
景的であると考えており、既に「ドミナント  発症予防・治療の可能性が出てきたとい  ト・ヤコブ椚保田看（縫い含む）に対する  が紹介されている。本研究に関しては、  BSE治■に期待．日本経済新聞社など  
ネガティブ効果を暮する防≠型プリオン  うー興そのものが、既に集癒された方々  医療行暮についてのガイドラインJを策  平成1も年度終了時点で依Ilがなされて  新間各紙平成17年1月29日NHKニュー  
生白r」や「抗プリオン抗体」を間定し、  おり、当該★料を送付した。   ス，「アンフォルジンについて」平成17年4  

治療法への応用を横田してきた。また、  月5日日本を変える看きサイエンティス  
PrPSGを止維の欄的とする新しい分子を  ト13人．「SC】ENCEAERA」NO，194／5号  
間定し、アンフォルジンと命名した。アン  p，61平成】7年4月－5月BSE．ヤコブホ  
フォルジンは全く新しいクラスを形成する  研究暮椚け．未来せScionc8Topic8  
分子と考えられるため∴同州の研究は四  ∨0l．2．   

内外において存在しない。   
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書Ⅶ井形成症候群に  18  18  難治性疾  三谷 絹子  ゲノム解析技術が革新側庵進歩を遭  多施設其間研究l低リスクMDSに対す  r特発一性造血障讐に対する椚壬研究  MDSはt齢書に多い難治性の造血陣  本班のホーム・ページを聞役して  109  Z57  393  43  368  109  ト0  0  山   
対する画期的治♯法  鳥克服研  ナ、コピー数の増薫に加えてアレル不均  るシクロスポリン療法」及び「不応性箕血  班」（小峰光博班畏）との合同で、「不応  書であり、書齢化社会に向けて確★に増  （htゆノ／′pJa乙a．umhl．aCJp／？mh山一   
にⅦする研究  究  衡にWする情報を柵ることが可能になっ  ニおけるビタミンKZ＋独療法ならびにビ  性★血（サ髄■形成症候群）診オの義  加傾向にあると書えられる．その★態を  md6パ∩くkx．ht爪り、愚書に向けて疾患爛  

た。書憫■形成症傾群棲体においてコ  タミンKヱとD3併用膚漬」が実施された。  照ガイド」を作成し、臨床血液47．47－68  把穐することを巳的として、「特集†隻造血  嶋（ホ態の解脱と日本で遺択可能な治  
ピー数の変化を伴わないアレル不均衡  シクロスポリン治■では約6網の症例に  2006に発曇した。この方イドには、疾■  秤■に対する臍董研究班」（小澤せ也班  療法についての腕明）を攫供するととも  
を示すゲノム領tが多数圃偏され、王佐  血球回復効臭が眩められ、効具予測因  概念、診断墓場、ホ型分類、暮症度墓  よ）との合同で「一触1形成症候群のれ  こ、臨床Ⅸ験・闘士研究の成稟を公開し  
遺伝子の候用が華げられている．特に、  子としてPNH血球と軽微な形態鼻≠が抽  準、■因・■廻、痩筆、臨床像、予後、治  万彿的症例量鋒、セントラルレビュー、  ている。また、米ロですでにt品匿藁晶  
予後不良因子である†q－の大任候補遭  出された。ビタミンK2■独療法では血球  薇指針が記載されている。   追跡椚王」を開始した．これらの臨床情  鷹が認可しているメチル化阻書刑（アザ  
伝千丁itan．Kasumj，Mikiが間定されたこ  回復効よは131にしか観零されなかった  報とリンクした「サ髄■形成症惧群の検  シテジン、デシタビン）、サリドマイド誘導  
とは特暮に1止する。Mikiの発現低下は中  が、不応例においてもビタミンD3を併用  体集積事業と遺伝子解析研餞」も立ち上  休（レナリドマイド）についても解脱してい  
心件の分離不全により染色体の正♯な  することにより約3削が反応したすこれら  ナられ、エビデンスレベルの高い分子爛  る。研究書に対しては、本班のホ態研究  
■配列を粗亨し、t職1形成症惧群に  他研究を推遺する基盤が書冊された。  の成果を公開している。   
観零される核分裂1≠を誘導することが  
旺明された。   着えられた。  

わが鴎における■厳  16  18  医療安全・  ＝・・ ∴  終末期におけるがん愚書の書膿を保つ  終末期における息薯やその手族の■を  なし   なし   2005年6月22日 読売新聞斬刊 一面  4  2  48  43  69  6  0  0  0   
死に間する研究  医正枝術  ためlこは、抑うつの早期発見・治覆中人  之008年4月23日産経斬蘭朝刊社会面  

評価総合  が書用であること、また書族の書向より  2（】08年5月4日朋日新蘭胴刊総合面  
研究  も本人の暮思を書暮することが大事であ  2007年2月18日産経新聞朋刊社会面  

ること、そのためには息書とのコミュニ  2007年2月18日韓日新村朝刊一面  
ケーションが1tであることが示唆され  2007年2月Z8日読売新聞靭刊一面  
た。終末期の緩和医療の実態について  2006年Z月25日平成18年度厚生労  
は、とくに告知緩のケアなど精神的サ  働科学研究終末期医療に蘭する研究  
ポートが不十分であることが事確鰹され  班総合肘論金一いま終末  
た。さらに、ヰ厳死方イドラインの中で中  期医療をどう考えるか？」主催：鴎立保  
心となる人工猛禽治療の蓋控え・中断に  健医療科学院林撫治、T京医科  
際しては、鳥書の現実の意思表明また  せ科大半松■美介   
は事前の書愚妻明を中心にキえるべき  
であると思われた。   決することが工事であると緒論できよう。  

特定機能欄偶のぎ■  柑  柑  医膚安全■  永井 良三  主な成果は、（り特定機能ホ暁の医療の  主な成果は、（り特定機能ホ携の医療の  現時点では、雷播会で本研究が取り扱  現時点では、本研究が暮旛食での●考  皿五大事医事併附属鋼職長会場を通し  0  0  44  d  U  0  0  0  山  安全対策に賞する欄  
医療技術  井の騨価に賞する全乎初の積年的な臨  ■の騨価に♯する全Ⅷ初の標準的な鴎  われた例はない．医療法におけるホ院  責料とされたり、行政施策で取り扱われ  て実施した臨床指揮に関する椚董の取   

準クリニカル・インディ    評価総合  床指標を開発し、全国の大字璃院の平  床楕欄を蘭尭・精査」た、（2）全皿の大半  情■の公蘭の動きの中で、今後、公蘭  たりした例はない。   り組みが朝日新聞（2006年4月16日 日   
ケータの開発に関する    研究  成15、1丁年虎の子ータを収轟した、（2）平  ホ快で臨床楕欄を試験運用した、（3）収  する情嶋の檀畑の拡大にあたり、本研  刊）の一面で取り上げられ、本研究で間   
研究  成15、け年度データの比較、聾公立・私  義子一夕の分析により大学膚戊の医療  究で事積した臨床指標、定■、什竹収■  発した臨床柑欄の項目の一部と研董の  

立の比較、他の臨床指揮との闇係の檎  の賞の現状と臨床柑柵の有用性を確旺  方法専は、行政滝欄の檎肘の静の1書  狙い讐が紹介された。生抜記事は、本研  
肘書の観点から大事ホ院の匿覆の■・  究について、大事鋼恍が医書中心から  
安全に関する分析を行った、（3）臨床指  患者中心へと変わりつつある動きのひと  
欄とt子カルテとの連携に関する▲磯  つとして騨価するとともに、す後のデータ  
的横肘を行った、の8点である。暮大ホ  公開への期挿、データ公帥時の課址な  
院の愚書満足度・鷹■満足度を軸とした  どにもT及している。   

分析を医環の賞・安全学会で先憂し、座  
轟から高く評価された。現在論文執筆に  
向けて坤傭中である。   輝向上讐の効よが期待できる。   

匠膚チューブ積事故  18  18  医療安全・  山内 暮明  収♯されてきたヒヤリハットを散1的に  臨床桂職知を数t的なⅦ向性と多因子  これまでの時点で駿当するものはない。  これまでに時点で該当するものはない。  試行施毀においては、試行ラベルの有  0  0  u  口  ■  ■  0  0  0   

防止対策に関する羊  医療技術  分析することで、傾向性についての明確  Ⅶの関係を明確化したことにより、臨床  効性を臨床欄膚で体積できたことにな   
静的探繋研究  評価総合  化を果たした。また良子分析手法を通し  リ、す後の業務改書へのヒントを捷供し  

研究  て、多因子Ⅶの相互間係についての明  たとも考えられる。   
確化を行った．これらのことにより経年的  
に蓄積さ九ていたデータを活用すること  
につながり、経験則として行っていた対  
応などに一定の科学的根拠を与えること  
に寄与できたと書えられる。   なる検討への足がかりを与えたことと肴  

えられる。  

医療放射繊分欄にお  】8  18  医療安全・  油野 艮せ  本研究の「医膚放射線分野における法  本研究においては、医療現場のみなら  本研究は「筐環法への匹隋先月レベル  匿覆散罰欄の安全t理を積倒する匿環  平成17年8月17日に、王として社会的に  3  Z  0  0  4  0  0  0  山   

ける法令整傭尊書め  医正枝術  令書蘭書含めたt理体制に間する研  す、行政櫨間も含めて、詳細な実態把慮  の取り入れ書に閲する研究」、r匿環放  法施行規則は、昭和23年に施行され、こ  求められる医療安全を確保するための   

たt理体制に関する  評価総合  究Jより得られた成果は、愚書中心の暮  を行うための現状Ⅵ壬、間札点の抽出■  射紙の安全t理体制の制度化に関する  れまで部分的附加という形で書傭が行  医療放射はのあるべきt理体制の創出   

研究  研究  こ役立つ筐■放射線の安全確保は勿輪  壬理を行い、海外什勢も視野に入れつ  研究」、及び「医ヰ放射性廃賽≠のクリ  われてきた。しかしながら．近年の放射  こT僻することを目的として、「医療放射  
であるが、より効率的・効集的に利用で  つ、わが鴎における放射績分野での藍  アランスに関する研究」の三項目に大別  絨匿攣の急速な遭歩と社会的に求めら  線分野における法令整備等含めたt理  
き、匿覆放射線分野の進歩及び医療安  療安全のためのt瑠体制の劃出を目指  して実施されたが、匹静的ハーモニゼー  れている匿丘安全のキえに対応するた  体制に関するシンポジウム」のテーマで  
全を図る相織および管理体制、積年化  したものである。併せて、医療放射♯の  ションを図りつつ、わが四の医♯放射線  め、医療放射牡のt】事体刊の構築崖含  シンポジウムを開催した。各研究者によ  
専の確立に★するものであり、四静的  急遽な壇歩に対応して、医療放射線が  断憮体系の将来優に聞する兼兼を作成  めた緩本的な書膚が必辛とされている。  る研究成景の発表と、本シンポジウム鬱  
ハーモニゼーションを図りつつ、四民が  より書効に、かつ効果的に息曹の鯵療  するとともに、施行規則改正に伴い行政  本研究で縛られた成景は、わがFの匿  加した他の匿ホ関係書および行政関係  
1新の医療を安全に、かつ適切に事受  こ通用できることをも目指したものであ  と匿震儀闇における放射線防穫上の其  痍放射け分野におけるわが皿のあるベ  著専との柵断的肘愴を通じて、医療放劇  
する上で1手な王義を持つ。   る。   通旺正に立脚したマニュアルを作成し  

た。   書料を提供するものである。   知するとともに、本研究のより充実した  
成果を得ることに零与できた。   
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ワーキン  匪オ放射は安全管理にⅦするガイドライ  0  0  0  0  0  0  0  u  ■   
射繊安全の確保に闇  医療技術  医療機関における放  16  18  医療安全・  伊東 久夫  医療被ばくの防性・安全t理にはいろい  本邦における放射は治環の誤照射■敬  不研実は℡幣的な放射≠防性の職点か  平取16年覆はモ書買主食t                             ろの間欄が捷起され、皿隋機闇及び片  と、画像診断特にCT檎暮の被ばく、につ  ら、医療放射線安全に朋するガイドライ  グにて．匿ホ放劇牡の安全t理につい  ンとマニュアルを作成し、これらを日本ア  する研究  

評価総合  外四において活発に検討されている。内  いて、四静的に間檀が提起された。その  ンとマニュアルを作成して、匿礪放劇欄  て悦明し、匿♯機軸全体の匿療安全の  イソトープ協会のホームページに公開し  
研究  隈放射牡防穫畢■食（1CRP）は仲川年断  ため、医膚放射牡安全t瑠の観点か  被はくの遭減と、安全な利用に供するこ  一部lこ含めることをおーいしたJ■桝の  た。全町の施設で広く利用して↑い、医  

たな防護の概念に暮づく勧告を行った。  ら、本邦と欧米における医職制廣の違い  とを目的にしている。氾RP00と】AEA－  t饗書に各種機響の安全t理と安全な  ホ放射線せばくの低減と安全管理が欄  
止際冊子力機関伽EA）・世界保健機構  を明確にし、放射はに関する医オー故の  RG－15．に立脚した蛋簾放射■の安全  攫供が、法令改正で義務付けられること  透することを期待している。  
（WHO）はこの概念に暮づいて、2明2年匿  原思と対策を検討した。これらの分析機  利用を穐遺するため、“総愉的な放射線  となった。置♯放射線櫨書もこの中に含  
療における放射牡防憬の指針を集表し  集を加味して、本邦Iこ適合した放射線安  安全t理概念”、一‘画憮診断”、●‘様E寧  まれ、放射け機響の安全tヰと保守点  
た。わが孤もこの指針を守ることが書求  全書理に関するガイドラインを作成した。  鯵■●●、”放射は治■“の41日につい  檎に関する法令の作成に、書研究綿♯  
されている。本研究ではこれらの刃静的  ガイドラインに記正された必事な礪月を  て、ガイドラインとマニュアル（＃）を作成  が応用された。また、平成18年鷹全四  
事件を満たし、かつ、本邦に遺した量ホ  マニュアルにして実行し、畳覆放射はの  し、各蚤簾♯Ⅶの規積と毅t櫨欄に応じ  鯵■放射牡t理撞当書会議では本研餞  
放射強安全の指針を作成し、各施pで  成1を鴨告し、事故発生贋軋放射♯安  
作成すべきマニュアルの例を捜示した。   全t電に必暮な項目や手札書の説明  

を行った。   

椚院≠舵騨価に連動  18  18  医 安全・  穐豊 島正  病院機能騨価のデータは椚隋の活動全  ■院機能騨価の対象は椚職の組織的  ■子カルテ事入■研における騨価判定  本研究の成兼の一部が日本E膚t簡  本研究を対■とした取材零はなかった  0  0  0  0  0  0  0  0  ■  した的シス  

機構改讐テ    医療技術  体を惰■することができる★暮な憎鴨井  活¶であり、個々の臨床ではないため、  指針井を作成し、日本匿■機能騨価機  騨価機構の■快機能騨価の1矧こ供さ  しかしながらホ陳機能騨薗全般を取り   
ムのよ盤暮傭に間す  騨価総合  といえる。そのデータに▲づいて匿■の  臨床医攣的な観点からの知九には緒び  構によって運用に供されている。また暮  れている。痛快q能絆価の受雷促進が  放ったテレビ放送（平成柑嘩1月¢日・   
る研究  研究  ■向上にた■すると思われる憂国蘭の  つかない。しかしながら痛快■能騨価の  点支檀可日暮をベースにして、∨●r5対応  施先の一つに響げられており、ホ陳機能  NHK）、新聞記事（平成18年10月ヱOE巨統  

蘭■を分析したところ、一般的には人■  取り組みを通じてt理暮任体制の構≠  の訪間受響支檀q冒が世塵・1用され  騨価の1切な運用に零与することを通じ  充新聞）蠣があった。  
体制（ストラクチャー）と■切な連菖（プロ セスにが 

）闇■あると思われたが、間違  
が1られない慨壌があり、その阻書手因  
に関する暮礎的なデータを攫供できた。  
手た、業務実績と騨価絶景の膿暮を確  
眩できたことなど、ホ味・医療管理事の  
観点から書用な知t虐欄た。   目の検討を行っているので、上記の環境  

嚢★が－■進むことが期待される。   

イドラ  医療≠間からのT間や書iに 内罷染中央会爛hll国2珊5年1月  事22国8不環壌態染事会くZDOT年2月  3  12  6  0  ■  3  0  山  口   研内感染地ヰ支積  16  18  全・  1辻 忠俊  院内野染対策について、加・自治体の役  恍内怒染対策に必手な、暮本的ガ  墓つき、  一帯                      ネットワーク及び相談    医♯技術   劃を明檀にし、地域における技術支は  イン．Q＆A、感染関連の■門事会、欧米  「院内感染肪止手相」に新しい項目を追  13日、書之回2006年3月20日、井3匝2006  24日）のシンポジウム「地域ネットワーク  体刑の改書・書及や 
、  評価総合  ネットワークの構築の条件を明らかにし  

データベースおよぴ  研究  た。   を作成し、臨床の現場ですぐに利用でき  いものに改打し、発刊と間附こ鴎立四闊  報告、他の院内撚梁間違研究と関連を  ナモデル遭県の内 ▼群れ 静岡県   
／くックアップ体側の檎  るような／くックアップ体制を構築し」■立  

築に蘭する研究  鴎隋医欄センターのホームページに縄  喪した。   
tした。   

救息匿の暮成と確保  16  18  医正安全・  杉本 ■  わが匹の薇恩匿膚に内在する根本的な  甘告暮の清輝・提纂が実現されれは、鞍  なし   なし   幕33回・34固日本救急匿宇食のシリー  2  0  15  0  10  0  0  0  0   
法についての研究  医療技術  間札点、救急匿を丑年善しめてきた救急  ズワークショップは、壬臼超薫■であり  

評価総合  匿のアイデンティティについて、研究披  延べ20時間lこ及ぷ白熱の旛繍がよ聞さ  

研究  内だけの閉じられた書檎ではなく、救息  れた。着い救急■nE、多くの書門匿予  
医療の事－≠で活躍中の多くの救急科  傭軌こ大きな■気を与えた。   
■M匿の研究協力書（日本救急医攣会  
指導医）を交え、さらにはインターネット  
上での公開書見交換、約1万人の会1  
を擁する日本救急医竿会の攣術総会で  
2年構けてこれらの間糧についてシリー  
ズワークショップを開催し、麗撫を深め、  
共暮したことが七大の成集である‥   

歯科医優における侠  山  山  医療安全・  泉樽 美借  リアルタイムPCR．キヤビラリーフローセ  陳内感染に対する攣生教■、卒後研緋  現在、本研究班の研究成1を利用した  現在、せ科医療における医療貿全に間  平成18年8月4日、3年W行った厚生労  u  28  ロ  0  円  ■  0  0  0   

内感染防止システム  医療技術  ルシステムによる慮科医■響■への付  こおける口腔外科教▼、卒後研♯シス  ガイドライン作成のための檎肘を行って  する通遽の★料として利用されている。  働科攣研究班「書科医♯における恍内   
の開発  評価総合  ■微生物の／くイオフイルム形成捜暮お  懸染予防システムの開発」の臍壬・研究  

研究  よび新規物貫による′くイオフイルム細井  をとりまとめ、圃立腰染症研究所にて公  
に対する除属、溝t、濾1の絆価方法を  聞シンポジウムを開催し、その研究成果  
確立した。」AMP法のど付書痛打微生物  を集覆した。この内容は、曽科闇1雑  
の迅速診断方法など確立し、院内感染  駿二日本■科騨輪、ザ・クインテツセン  
対策騨価方法を帥発した。これらのツー  ス、デンタルハイジーン、アポロニアによ  
ルを用いることににより院内感染対策の  リ取り上げられた。   
せ科医欄への中人が可能になってくる。   

物付書状況の定期檎壬システムを構築  
した．   
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救急救命士に対する  16  柑  医職安全・  田中 秀治  今回、平成18年より始まった救急救命士  ヰ回の研究の目的は教書内容の改義で  18年度の研究の中では、現在間甥と  事■会に●雪とされたことはない行政施  本研究の成景物はさらに内容をフラツ  0  0  0  0  12  0  0  3  b  勅書的  
な気管挿t教  医療技術  こよる気管挿管や薬剤投与といったホ  あり、アウトカム指檀として臨床的劾集  なっている救急救命士のホ院実智のあ  策については、本研究が行政の施策を  シュアップし1）■門雑誌への投稿 2）   

書法とマルチメ丁イア  評価総合  鷹な医事的幻膚の歎書プログラムを全  の改讐とするには多くの冊固の鑑別を行  リ方についても稗田した。医＃徒事書の  補助し肉付けするものであった。行政施  教▼用DVDとして出版 3）÷l防半枚へ   
教材の開発  研究  可で実施事開するにあたり、研究で作成  わなければならない。しかし、平成17年  ホ玩葉書のあり方については、多くの間  策の一環としておこなわれた救急鞍勧  成果物として配布をおこなった。さらに公  

した肇習効果の○－to山ng教材とDVD教  一年Wに♯積された心肺停止傷ホ書の  糧がある。とくに実際の実後を1視する  士の気t輝管・＃刑投与が順椚に全電  間シンポジウムとして5固のセミナーを聞  
書プログラムを提供したことで教書のr  うち、非心慣性心停止症例において、気  救急救命士q含には、従来のホ陳実習  で増えている状況（気t挿t馳走が  催し（日本救急医環財団の神助もうけ  
を兼用対効兼の書い教▼を行うことがで  書挿管例の生存率の書書な改書がみと  では十分とはいえない。そこで、新たな  側00名以上、藁刑投与鞄定が3000名以  て）これまでに1000名以上の地媚佃C匿  
きた。またこれらの教材は教書の千を低  められた。当初心電されたような、挿t  ホ院実￥ガイドライン暮を作成し提Tを  上）を書えると、かなりの効果があったと  師や救急撒命士の気管挿管・薬剤投与  
下することがなくその■握を脛■できる  考えられる。   教■の∫の改雷に緒びついたものと書  
ことが示唆された。今後も救急敷禽士の  えている。  
のみならず、研修医や■l蔓師の高鷹匿  
字数書にはヰ回開発した総合救▼ツー  
ルを使用することが可能と書えた。   

クなどの施術の対暮恩讐の安全を守る   甘稚原性疾にす  絆価総合  ユ 
研究  判断暮準及び対地方法を明らかにした  断するための暮埠や、リスクが高いと思  可能な節位・強度などを明稚にしたマ  体的庵■斗が明らかになった。このた  

マニュアルを作成した。（2）研究成1の  め、本マニュアルの暮及によって施術現  
宇術的、社会的意義こマニュアルの書及  壌の患看の安全が向上するものと期待  
によって施術を受ける愚者の安全性の  されるだけでなく、各保健所雫が指導を  
確保が図られるt♯がある。また施術  行う場合の暮準や匿膚事故発生のヰ含  
書が息書の安全確保のために行うべき  の1任の州凧を械附する場合のツール  
手順が明確にされたことにより、匿ヰ  として活用が期待できる。  
事故零の紛●においても暮任の所在を  
繍訂する上で書用なものとなる。   

地域性  
と全身的な健鷹状態   医亜技術  を通≠科学の手法で明らかにした。とり  いることを証明し、書齢書の歯科治膚に  のガイドライン作成に天職した。   
の闇係についての総  雷平価総合  

会檜働き盛りとホ齢書の健鷹安心分科  ツ楕「共立旗董」において本厚生労働科  
わけ書齢暑の鯛と栄養の密櫻な関係に  よって栄養摂取が改暮される1筋を蘭  食lこおいて花田傭弘委■環出責朋とし  攣研究の研究成果に関する公開シンポ   

合研究  研究  ついて科竿的な解明を行い、口腔が「栄  て本研究成井のデータが用いられた。  ジウムを朋曝した。   
霊場」としての後れを果たしていることを  
鉦明したことは今後の歯科寧および栄  
暮攣の集■に大きな影■を及ぼすと書  
えられる。   

断間■性支檀ンス丁  柑  18  医療安全・  ・：；i ＝＝  在宅患者のハイタルデータ取得・伝送シ  在宅鴨■の／くイタルデータ取得・伝道シ  本研究は賽聯段隋のシステムであるた  在宅愚書の健J■電意丑が■まること  ■齢看に活気がみなぎり 生活習慣蠣  4  3  0  0  6  b  0  0  0  

ムの構築に関する研  医療技術  ステムの｛築では、t子透かし技術を禅  ステムの構築総臭から、息書自身が在  め、ガイドラインは作成していない。サ  で、これまでの匿欄川＝■気になったら椚  を持ちながらも 地域での着れができれ   
究  絆価総合  用して、匿★什鞭の伝送附こ秘匿性の  宅のまま、医師からのメッセージやカメ  挫、本構築システムの★用化を肘Ⅷして  陳に行くという受身の治療から、予防匿  ま、『元気に毛いる』ことができるので、  

研究  確保が行え、息著の／くイタルデータを王■  ラ・ボイスシステムの利用で疑似対面相  いるので、システム利用者の立場、シス  ヰは自己t任の健よt理を行うことで  一次予防にもつながり、高齢者の童女  
定・取得し、施牧憮の当陸上讐のデータ  談ができるので、息肴の安心感が増し  テムt理看の立場、システム運用の立  ホ気になることを未然に防ぐ、すなわち  天低減も図れる。訪問■t蔓師が在宅患       にで 

邑勲統合きた。また、携帯t措を利  た．また、携帯t賠を利用した在宅■尿  ■でのガイドラインの作成を行う必事が  プラス匿徽への転換が図られ、r元気に  書専を／りコンや講書t脂を利用して、  
用した在宅書尿ホt書の亀鷹t理シス  ■息著の饅鷹t理システムの構築緒集  ある。   毛いる』ために予防匿ヰを≠践できる。  ■I霊・介性羽茂欄のこと、予防蜃■を支  
テムの構築では．外出先からでも僧房病  からは．櫻当医からのメッセージも愛惜  これらの繕集、匿痍暮の幕墟を抑制でき  擾する．安価な生涯的に受職者の医療  
息書が食事・運動両療法のための摂取  る一法となると予想できる。   慣嶋を一元t理できるシステムを構築す  
↓他の什暮・登録や運動内容の■也換  ることで、地壌連携型予肪層欄支檀用健  
暮が行えた。さらに、肪間書1暮支捜シス  鷹t嘩システムの構築が行える。   
テムの構築では、借間先で入力した患  
有子一夕や欄鷹写暮が肪間■捜ステー  
ション内システムに保tできた。   リ、訪問■性師の■担軽減が図られた，  

直膚■■憮事故（イン  16  18  医療安全・  川嶋 みどリ  ■挫畢生が臨地実甘において体験しや  臨床現場で求められる集蹟力と基礎数  本研究lまそもそも■護暮礎教▼におけ  臨床硯欄で求められる実践力と暮礎教  本研究の成果物として出版予定のテキ  0  0  0  0  8  0  0  0  0   
シテントを含む）をエビ    医療技術  すいヒヤリりヽツト事例について全厚測  書終了時の技術レベルの零群が指楕さ  る■輝技術教書を安全性の視点から捜  ▼終丁時の技怖レベルのホ離が指摘さ  ストに含まれる内容は、書旺教育・実践   
テンスにした■性技術    冨平価総合  積の調査を実施し、環墳儀雇や発生状  れる中で、臨地稟tを遺して、ヒヤリ・  肘し、これまでに事積された■性技術の  れる中で、いかに暮囁教▼において安  の現場のみならす介はの現場lこも共通   

の標準化にⅦする研  研究  況の文脈も含めて明確化したことは調査  ハットが起こりやすい状況を理解し、予  エビデンスと医療・■性事故予防こ開す  全で稟践力の高いttI書Mtを▼成で  する部分も多く、影書力をもたらすものと   
究  輔景としての価Ⅷも大きく全匹的な傾が  測的な思考を樽つこと、学生が固遭策を  るエビデンスを統合し、■櫨技術教■に  きるような教▼暮埠や臨地実習時間数  推測される。  

明確となった。またそのエビデンスに暮  とれるようなテキストを成井物とした点  おける基準を検肘することを目的とした。  の検討がある。その点において、本研究  
づくテキストを作成したことは■護暮磯  ま、犠床実習における書■が大きいと思  成果物であるテキストは書憬基礎歎■  の成業が検討材料として■護学生のヒ  
教書にもたらす書味は大きいと思われ  における■性技術教▼の墓場・ガイドラ  
る。   インとしての利用価傭も高い。   り、■用な★料を提供するものと思われ  

る。   
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